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概 要

関連情報

岩手銀行赤レンガ館（旧本店本館）は，
辰野金吾氏の設計により，明治44年に
竣工した。東京駅丸の内駅舎の前年に
完成しており，外観の意匠にも類似す
る箇所がある。東日本大震災後の2012
年に，銀行としての役目を終えていた。
築100年超のこのような建物内部には，

高さのある天井に1㎡あたり30～40kgの
漆喰天井が吊られていることが多い．
赤レンガ館は，左官天井の複数部分

にクラックが発生し，早急な対策が必
要であった．本研究では，これらの経
年劣化や災害を越え，建築の意匠・社
会性・技術等の遺産的価値を大きく損
なわない形で維持・継承するために，
左官仕上げの天井を浸透性特殊アクリ
ル樹脂を用いて補修し，2016年に保存
再生を完了した。

東日本大震災文化財被災建造物復旧支援事業報告書より
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分野：防災

漆喰仕上げの天井や壁は，幅約4cmの細い木板を

等間隔に並べ，その隙間に漆喰を塗りこむ木摺り漆

喰工法で施工される。漆喰の支持力は隙間から飛び

出した「引掛り」が中心となり，経年劣化等でこの支

持力が低下すると剥落の可能性が高まるため，木摺

りと漆喰の界面および木摺り面への補修孔に対し，

麻ひもを介して特殊アクリル浸透性樹脂を注入して

剥落防止処理を付加している。施工は全て屋根裏か

ら安全性を確保して行え，意匠に影響なく復原改修

ができるため，文化財保存再生の観点で期待できる．
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穿孔・注入

漆喰天井模式図
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